おたすけ隊@災害
疑問・質問

1. どのようにして広報し、人を集めるのか？どの具体案は？

2. 目標を２割と設定した理由は何ですか？

3. 日本語で理解できるようになるためには、その補助も必要なのではないだろうか？

4. ワークショップに参加できない（または、参加しない）外交人の防災意識を向上するにはどうするのか？

5. 自身以外の災害に対しては支援しないのか？（例えば、台風、津波、大雪など）

6. 実際に災害が起きたら、どのような支援を行うのか？

7. 講演を休んだ場合、その補講は行うのか？

8. わざわざお金を払って参加しようと思うほど、外国人地震の災害に対する意識は高いのか？
9. 英語よりもタガログ語のどの方が必要なのではないか？

10. 外国人はたくさんいるのに、１回の定員が３０人とは少ないのではないか？

11. 防災に関しては、やはり消防署の方の援助がいるのではないか？

12. ワークショップが月１回というのでは、少し間があきすぎて忘れてしまったり関心が薄れてしまうのでは思いますが、なぜ月１回なのか？

13. 参加費が払えない経済状況の人への対応は？

14. 講習費２０００円（３０人だとしたら６００００円）の内訳は？

15. ワークショップの言語数が３言語とは不十分なのではないか？
感想・提案

1. 生命に関わる問題なので、非常に需要は高いと思う。

2. 「親子教室」というネーミングにしたら人がもっと集まるのではないだろうか？

3. 半年間、通ってもらうのは大変なのではと思います。HPを作ったりパンフレット配布をして講習に出席できない人のためのサポートがあればいいと思います。ハンドブックという提案が良い。

4. 第１回から第６回まで具体的に内容が設定されていたことは良かった。
5. 定員を設定してしまうと、多くの外国人に情報が行き届かないのではないかと思います。

6. 運営者側と外国人だけの集まりで講演会が行われるのではなくて、実際にその日本人の地域住民への協力も呼びかけるといいと思う。

7. ３０名ではなく、３０家族という単位にしてみたらどうだろうか。
